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(4) 地域社会との関係 

定年後は、地域社会で過ごす時間が定年前に比べると多くなります。既に地域社会

との関係を構築している人もいるとは思いますが、繰り返し転勤をしたり、公務が多

忙であったりして、定年後に初めて地域社会を意識することになる人も多く、｢地域社

会との関係を作れ｣といわれても、どのようにしたらよいのかが分からない人も多い

のではないでしょうか。 

定年前までは、積極的に取り組まなくても、皆さん自身にとってはあまり影響がな

かったと思いますが、定年後も近所付き合いはしたくないという人も含め、定年後に

長く過ごす生活空間として、これまで以上に地域社会と何らかの関わりを持った生活

をすることが必要になります。 

地域社会では、職歴、経験の異なる高齢者の方々が、町内会活動、趣味やスポーツ

等のサークル活動などの多方面で活動し、住みやすい地域づくりの一翼を担っていま

す。公務を通じて得た職場の人間関係が減っていく中で、地域において新たに築かれ

た人間関係は、皆さんの高齢期の生活をより豊かにしてくれるかもしれません。 

定年前は、時間などの制約により参加が難しかったボランティア活動などを介し、

皆さんが公務で長年培ってきた知識、経験、能力などを地域社会へ還元することもで

きます。定年後は、家庭に引きこもってしまうのではなく、自分が楽しんで関われる 

活動などを通じて、積極的に地域社会での互助関係を築いていくことが望まれます。 

 

【全国各地のボランティア窓口】 

都道府県・指定都市等におけるボランティア活動については、「地域福祉・ボラン

ティア情報ネットワーク」のホームページ（ https://www.zcwvc.net/）から「社会福

祉協議会」などの全国のボランティア情報をご覧ください。 

 

【無給の公務員】 

地域社会や支援を必要としている人々への貢献が期待される公的な制度として、法

務省が所管する「保護司（無給の非常勤国家公務員」や厚生労働省が所管する「民生

委員（無給の非常勤地方公務員）」等があります。ご興味のある方は、それぞれのホー

ムページをご覧ください。 
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【社会的な活動に参加して良かったこと】 

 令和３年度に内閣府が実施した「高齢者の日常生活・地域社会への参加に関する

調査」の６５歳以上の集計結果によると、社会的な活動に参加して良かったことは、全

体では、「生活に充実感がでてきた」（４８.８％）、「新しい友人を得ることができ

た」(３９.１％)や、「健康や体力に自信が付いた」（３４.６％）、「地域社会に貢

献できた」(３２.４％)との回答が３割以上となっています。 

それに続いて、「お互いに助け合うことができた」(２７.６％)、「自分の技術、

経験を生かすことができた」(２２.５％)が多くなっています。 

 〇 社会的な活動に参加して良かったこと（複数回答） 

（％） 

 資料：内閣府「高齢社会白書」（令和４年版） 


